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年 頭 に あ た り
（社）日本建設機械化協会中国支部

支部長　河 原 能 久

　あけましておめでとうございます。
　新春を迎え、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。
　昨年は、一昨年秋のリーマン・ショックに端を発した世
界的な経済不況の影響が大きく、なかなか明るい兆しが見
えない１年であったと思います。
　一部では、それまで続いていた企業倒産も、公共事業の
積み増し効果等で、やや持ち直したかの報道もされており
ましたが、新しい政権下では一変し、補正予算の執行停止、来年度予算の概算要求や、いわゆる事業仕分け
で公共事業の抑制がより鮮明となりつつあります。
　新卒者の来年度の就職内定率が過去最低を継続し、再就職の不可や給与カットも余儀なくされた年でもあ
りました。
　一方で、昨年は台風による被害の少ない年でもあったかと思います。
　中国地方では台風による影響は殆どありませんでしたが、７月下旬の中国・九州北部豪雨では、特に山口
県内で発生した大規模な土石流による死者が17名に及ぶ等、多数の犠牲者が出たことはまだ記憶に新しいと
ころです。当支部におきましても、中国地方整備局と「災害応急対策における協定」を締結しておりますが、
この協定の発動が無い事を願うところです。
　昨年（2009年）の「今年の漢字」には、「新」の文字が選ばれました。ネットを開くと、背景には “さま
ざまな「新しい事」に期待し、希望を抱いた１年” として、○政権交代で新内閣による行政の刷新○裁判員
制度や高速道路無料化などの新制度のスタート○新型インフルエンザで新薬の登場○イチロー選手の新記録
樹立や水泳競技の新記録ラッシュ等とありますが、我々の身近なところでは、やはり「新（政権）」、「新（制
度）」に関連する施策等や、それらによる事業計画が今後どのような展開となるかというところです。
　（社）日本建設機械化協会中国支部においては、建設施工システムの活用・高度化を推進し、「建設生産性
の向上」「建設コスト縮減」「品質確保の促進」などの調査研究活動のための体制強化やサービス向上に寄与
するため、現在、平成22年度を初年度とした向こう３ヶ年の「中期事業計画」を策定中であります。
　行政改革等による公益法人改革での見直しが実施される中で、日本建設機械化協会としましては、本来の
目的である「建設業の機械化を推進し、もって国土の開発と経済発展に寄与する」との原点にもどり、「新」
たな必要性、あり方等について議論し「改善」「改革」を図ることとしておりますので、会員の皆様方をは
じめ、関係各位のご指導ご鞭撻をお願いするところです。
　新しい年「平成22年」が、希望に満ちた年となりますよう、また、「安全」で「安心」して暮らせる、そ
して「平和」な年でありますことを祈念し年頭のご挨拶と致します。

　平成22年１月





中国地方整備局との懇談会を開催しました。
　平成21年11月25日（水）八丁堀シャンテにおいて、次のとおり国土交通省中国地方整備局と（社）日本建
設機械化協会中国支部とで、支部の事業執行上の諸問題・課題等についての懇談会（意見交換会）を実施し
ました。
　支部からは、標準歩掛の制定に当たっての明確な根拠の説明や、建設機械施工技士資格の位置付の向上及
び資格制度の活性化の他、機械設備の適切な維持管理のあり方について提案し意見交換を行いました。
　○懇談会出席者：中国地方整備局企画部　　金山技術調整管理官　他　５名
　　　　　　　　　機械化協会中国支部　　河　原　支　部　長　他　11名

　冒頭、河原支部長が「中国支部においては、各種講習会を通じて「情報化施工技術」の普及・促進に取り
組んでいる他、会員へのアンケート結果や支部活動を通じて議論した会員要望などを整理し、今回の要望と
している。昨年に続き、こうした懇談会の場が持てた事は会員にとって非常に有意義である」と挨拶し、こ
れを受けた中国地方整備局の金山技術調整管理官は、平成22年度の予算概算要求に触れた後「情報化施工の
20年度（３工事）、21年度（11工事）試行工事の実態に触れ、これらで問題が無ければ新年度において標準
的な技術として実用化を図りたい」と挨拶されました。
　○懇談会の議題については、既に会員各位宛報告しておりますが、次のとおりです。
　　１．公共工事の品質の確保について
　　　　　１）工事の積算・発注に関する事
　　　　　２）機械設備（修繕）工事及び機械設備点検業務について
　　　　　３）総合評価方式による入札契約制度について
　　　　　４）建設機械施工技士制度の活性化について
　　２．その他要望事項について
　　　　　１）機械設備等の適切な維持管理とその対策（体制）の確保について
　　　　　２）災害時における中国地方整備局所管施設応急対策業務について
（開催時の状況）
　○予定時刻より早めに開始したが、予定終了時刻を大きく超える熱心な意見交換がなされた。
　○�特に、入札契約制度（総合評価制度）については、提案にも記載のとおり技術提案の評価指標や、評価
の実態、結果の公表等に意見が集中した。

　○�機械設備の適切な維持管理については、双方ともにその必要性、重要性について共通の認識が得られた。
　○�災害時における応急対策業務については、危機管理の観点から訓練等の実施について相互の理解が得ら
れ、具体的な進め方について今後協議していくこととなった。

金山技術調整管理官の挨拶 河原中国支部長の挨拶


